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東洋史概説Ⅰの概要

◼ 1年時より選択可能な選択必修科目

◼ 中国を中心とする東アジアの歴史を概説

（前6,000年～1400年＝古代文明～モンゴル帝国）

◼ 高校世界史の復習＋α

◼ 受講者数108名 （三年2名、二年6名、一年100名）
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授業の方法

◼ 教材

①教科書 「世界の歴史」編集委員会編『新もういちど読む山川世界史』

（山川出版社、2017年）

②PDF化したパワーポイントファイル（ppt→pdf）

③PDF化したレジュメファイル（doc→pdf）

④音声ファイル（mp3）

20分前後ごとにファイルを区切った

（フリーソフトAudacityで録音、音声編集）
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https://www.audacityteam.org



授業の方法

◼ 方法

①レジュメファイル（pdf）を印刷して手元に置かせる

＊ただしプリンタ所持者は約7割

②PC上にパワポファイル（pdf）を表示させる

③音声ファイルを再生・視聴させる

指示に従ってパワポファイルのページを送らせる

④必要に応じてレジュメなどにメモをとらせる
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レジュメ

プレゼン

→再生・視聴

→PCに表示



授業の方法

◼ レジュメファイル

①毎回、最初のページに扱う時代の年表をつける

②前回の復習から始める

③穴埋め方式→後期はやらない予定（あまり意味がないため）

④講義中に使った参考資料を末尾に一覧にする
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授業の方法

◼ パワポファイル

①レジュメと完全に対応させる

（レジュメを印刷できない学生への配慮）

②なるべく画像を入れる

③ペンタブレットを使って地図への書き込みや手書きの図表・文字を入れる

（図表の作成が楽＋親しみが出る？）

＊Wacom Intuos （¥10,000前後）

https://www.wacom.com/ja-jp/products/pen-tablets/wacom-intuos
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成績評価について

◼ 確認テスト

①毎回（第1回と第12回除く）LMS上で穴埋め式のテストを実施

②受験回数は無制限

＝回答のためにレジュメやパワーポイントを見返す必要あり

（復習になる）

③制限時間は30分

（PCで漢字を打ち込む労力、留学生への配慮など）

④あらかじめ解答を設定しておけば、自動的に採点してくれる

→「部分一致」で複数の解答を設定しておけば、かなり緩く採点してくれる

（LMSハンドブック参照）
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成績評価について

◼ レポート

①学期末にレポートを出題

②授業内容に基づく問題を6問出題

そこから3問選択させ、レポートを作成・提出させる

③学生がどういうテーマに興味を持ったのか、リサーチもできる
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成績評価について

◼ レポート
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良かった点

◼ 学生が自分のペースで授業を聞き、学習できた？

⚫レポートを参照すると、思った以上によくできていた

⚫確認テストについては最初の方にいくつか質問やクレームがきたが、

授業の受け方やレポートについてはほとんどなかった

⇒学生の受講環境にある程度は配慮して授業を進められた？
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悪かった点

◼ 学生の学習状況が分からない

⚫ 1年生が多かったということもあって、授業内容に関する質問がほとんどなかった

＝何が正解で、何が間違っているのか、講師の側も把握できない

⚫印刷用のレジュメは本当に必要なのか？

→どれほどの学生がレジュメを印刷して利用していたのか？

⇒学生の状況を把握するには、こまめな課題の出題が有効だが、

多人数の講義であるために、なかなか難しい
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